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ムサくん

今年は 1 月にほとんど

雪が降らなかったんだ。

ここまで積もらなかっ

たのは久しぶり。

おかげで氷の花は

1 月末まで見ることが

できたよ。

指定管理者：株式会社 自然教育研究センター（CES）制作・発行

　

第　11　号　産安社祭

春号2019年　　　　　　　　No.11

（解説員　馬場）

　前号の続きで、今回は、巣箱設置後にムササビくんがどうなったか？を馬場家の女将さ

んに聞いてきました！

　これは、初秋の夜の出来事。1階の寝室で寝ていると、上の部屋から「カツカツ」と物

音が聞こえてきたそうです。その音は、鋭い爪が床に当たるような、どこか聞き覚えのあ

る音だったそうです。女将さんの凄いところは、長年、屋根裏に住んでいたムササビの物

音を聞き慣れていたせいか、すぐに「ムササビだわ」と思ったそうです。女将さんは続け

ました。「ムササビって、顔は可愛いけど、爪が鋭くて、襲ってきそうだし、怖いじゃな

い…」結局、怖くて姿を見に行くことができず、翌日、物音がしなくなったのを見計らい

2階へ行くと“もぬけの殻”だったそうです。出入口がないはずなのに、どうやって入っ

てきたのか？疑問に思いふと天井をみたら、天井裏を点検するための扉が空いたままにな

っていたそうです。実は、この天井への扉を開けっ放しにしていたのは、息子さんだった

そうで、息子さん曰く「こっぴどく怒られたよ」とのこと。そして、屋根裏に住むムササ

ビくんは、現在も棲み続けているのだとか。

　馬場家の屋根と共に、そこで暮らすムササビくんの今後も追っていきたいと思います。

前号と見た目はほとんど変わっていないがはたして変化はあったのか…？

雪も降ったよー！

        茅葺き屋根の馬場家茅葺き屋根の馬場家
ムササビくんのその後

（解説員　林）

　どこからともなくやわらかなやさしい風が吹き、桜の花びらを運んでくると御岳山はすっかり春だ。

今日のお話は、桜咲く4月の春のお祭り「産安社祭」についてだ。早朝、祭礼の準備を神職が行っていると、山の人が

少しづつ集まり始める。それこそ御岳山の人にとって、神社のお祭りは大切な神事と同時にとても身近な集まりごとで、

もちろん一般の方も参列できる。

　産安社は、子授け、安産と長寿の神として厚い信仰を集める三女神が祭られ、

多くの方が参拝に来るお社だ。厳かな祭礼が滞りなく終わると、直会（なおらい）

が始まる。この直会が何ともユニークだ。お社の近くでは、敷物がしかれてちょっ

とした宴会並みの会場が現れる。そこでは、お神酒を始め、皆で持ち寄ったサン

ドイッチやらおにぎりやら、数々のつまみも出揃う。御神徳（ごしんとく）を頂

きながら、お祭りでの緊張を和らげるため直会が始まるのだ。山の人はもちろん、

たまたま山歩きに来た人も「寄っていきなよ」「お祭りだから飲んできな」と声

がかかる。桜の花を愛でながら、春の息吹を感じ、みんなで食べたり、飲んだり

にぎやかに。

　祭礼日は毎年まちまち、桜の咲くころ。お祭りに参列した皆が関わりながら、

このお祭りが執り行われる。御岳ならではの、このお祭りを御岳百景に認定する。

　

「春」を感じる指標は人それぞれ

植物も動物も鳥も虫も

みんな春に向けて動き始める

あなたが春を感じるのはどんな時ですか？

野外卓の隙間から出てきたモミの実生

陽だまりの
　　　　ヒオドシチョウ

そっと花ひらく
チョウジザクラ

神苑の森の新緑

ミツバツツジの回廊ミソサザイのさえずり



解説員　つっぴー

解説員　ばばちゃん
御岳山に暮らす

解説員　ごっちゃん

解説員　いぶぶ

解説員　だいちゃん

〈ここがポイント〉
枝ごと落ちていることがあり、
切り口が斜めになっていると
ムササビの食痕の可能性大！

　♯１年中活動している
　♯花より団子？
　♯夜行性　　

　♯講社さん
　♯スーツの行列
　♯お札をもらいにくる

　♯３月下旬頃から活動
　♯春しか出会えないアブ
　♯花の蜜が大好物

　♯４月上旬頃見頃
　♯清流の妖精
　♯ロックガーデン
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春の感じ方は千差万別…みなさんの感じる春は？
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あぶらちゃんって
　名前もかわいいよね～

早起きは三文の
　　得だね～

人間はごはんは残さず　食べなきゃね～

アブだけど

刺さないか
ら

アブなくな
いよ～

　

御岳山でも
とても

　　人気の
ある花よ～

御岳山に来
るのは

　登山者だ
けじゃ

　　ないん
だよ～
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　♯３月中旬～４月上旬見頃
　♯雄と雌の株が違うよ
　♯黄色がまぶしい　

　♯夏鳥の恋の季節
　♯オスがさえずる
　♯宿坊に泊まるとベスト！
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